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血管への側圧負荷装置の改良
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　著者はさきに周期性血圧第三級動揺ならびに呼吸様

式の周期性変動を起こさせる目的で，兎の脳循環の人　　　　　　実験方法

為的制御方法を発表した①。その要旨を摘略して述べ　　　実験動物としては体重3御前後の雄または雌のカイ

るとつぎのようである。カイウサギの脳への動脈を1　　ウサギを使用した。麻酔としては10％Urethan溶液

木の総頸動脈のみ残し，その他の脳への動脈の」血行は　　　を体電1留にたいして10ccを下腹部に皮下注射を行つ

すべて遮断する。っいでその残つた1本の総頸動脈に　　た。実験中動物の体温調節をたすけるために寒冷時

たいして，外側より一定の任意の側圧を負荷する。す　　　には電気保温固定器を用いた。血圧は大腿動脈（A．

ると体血圧，われわれの場合には大腿動脈から導いた　　　femoralis）から導き，水銀マノメターを介し煤紙描

lfn圧に美麗な正弦波状の周期性血圧第三級動揺が生ず　　　記をおこなつた。呼吸運動は呼出運動に際して腹部が

る。これにともない呼吸運動の時間的粗密，深さなら　　膨隆するのを利用し，その動きを拡大煤紙描記をおこ

びに水準変動を要素とする種々の型の周期性呼吸が出　　　たつた。

現して来る。さぎに発表の側圧負荷末端装罎とは注射器　　　　　総頸動脈を残しすべての脳への動脈血流を遮

を改良したものであつた。すなわち普通の血圧測定用　　　　　断する方法

の水銀マノメター　一一rkを転用して，動脈用カニユーレ　　　以前発表の方法①でおこなった。すなわちまず第

を装置する場所に注射器改良の負荷末端装澱を挿入し　　　3ないし第4の頸椎横突起腹側面から横突起孔に通ず

たわけである。この場合ピストソを介して水銀マノメ　　　る半米粒大の穴を穿つ。ついでこの穴から強力なガー一一

ター系内のゴム管内の圧を血管壁に伝達するようにし　　ゼタンポソをおこなうことにより，椎骨動脈を始めと

たわけである。この圧の伝達にあたつて一番問題にな　　　して横突起孔内にある脳へゆく動脈lf【L行をすべて閉じ

るのは，ピストソとシリソタ㌧の間の摺り合せであ　　　る方法である。

る。この摺り合せのよいものとしてはツベルクリン注　　　　かi・．る処置を両側の頸椎横突起t：ほどこしたのち，

射器があるが，これを用いても摩擦その他の障碍が避　　　一側の総頸動脈の血行を動脈グレソメを用いて遮断す

け得られないことがある。摩擦の一番の原因となるの　　　る。他の総頸動脈にたいしつぎに述べる装置により側

はピストソの外面とシリソS’　・一の内面とのあいだに空　　　圧負荷をおこなつた。

気泡の入ることである。それを防ぐにはピストンをシ　　　　　総頸動脈への側圧負荷装蹴

リソダーに挿入する操作を水中内で行えばよい。その　　　　加圧装鷹は第1図にしめすように、われわれが日常

ほかピストソとシリンダ・・一が正確な円柱，円筒でない　　　血圧描記に用いる装置をそのまま利用してある。二連

ために，動きが円滑に行われなかつたり，両者の間か　　球によつて生成された圧を血管壁に伝達するにはゴム

ら水の洩れてくる場合があった。　　　　　　　　、　　膜を介して行つた。その側圧負荷末端装置を第2図に

　今回以上の諸点を改良するために1つの装置を試作　　　しめす。剛体たとえば金属で円筒を作る。その上部を

した。この側圧負荷末端装置の改良により，実験成績　　　図でしめしてあるように，1本の管を中央に墳め込ん

にも従来のものとは多少の変化がみられた。この事実　　だ蓋をする。その蓋の中央の管の先端に市坂のゴム風

はある意味では周期性血圧第三級動揺発生の機序解明　　　船を結い付ける。このゴム風船の大きさ，すなわち表

に貢献すると考えられるので，そのことに関して報告　　　面積は円筒の内面面積よりも幾分大きくし，余裕を持

を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たせておく必要がある。ついで1本の総頸動脈を円筒
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第2図　側圧負荷末端装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置試作のために行った14例が中心になつている。それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にこの改良型の装置を用いての，去脳実験，脳電図記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録例（後報）が加わり合計例数38例，側圧負荷実験回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’数は157回である。

　第1図　総頸動脈に対する側圧負荷装置　　　　　　　　改良型の側圧負荷未端装置試作のためにおこなつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験の例を第3図にしめす。この例においては側圧負

下端の両側に逆U字型の切れ込みが切つてあるが，そ　　　荷以前は全く平坦であつた平均血圧が，66mmHgの

の中に入れ，その下からネジ込みの剛体製の蓋をす　　側圧負荷により，ただちに70mmHgの波高を持つ周

る。いわば総頸動脈をゴム風船と剛体製の蓋との間に　　　期18秒ないし20秒の周期性血圧第三級動揺が出現し

押しはさんだ状態になつている。っいでゴム風船内に　　た。これに伴つて粗密，振幅要素を主とした周期性呼

水をみたし，その水に上にしめした側圧負荷装置で任　　　吸様式が出現した。これら側圧負荷によつて生じたと

意の圧を風船内に導く。これによつてゴム膜を介し血　　　ころの諸現象は負荷側圧を取り除くと・ただちに側圧

管壁にその系内の圧が加えられるようになっている。　　　負荷以前の状態にたちもどる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようにして157回の側圧負荷実験で得られた周

　　　　　　実験成績　　　　　　　　　　　　　　　期性血圧第三級動揺の周期別頻度ヒストグラムを描く

　　改良型負荷未端装置を用いての実験成績　　　　　　と第4図のようである。この場合の頻度とはつぎのよ

　これから述べる実験成績は改良型の側圧負荷未端装　　　うにして定めた。ある値の側圧負荷をおこなったとき

第3図　　側圧負荷実験例　（各図上から呼吸運動曲線，平均血圧，シグナル，時標：3秒）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　般的にいつて改良型の結果においては小周期のものが
　　　　50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出易くなつているのが特徴である。ことに10秒以下の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周期性血圧第三級動揺を側圧負荷によつて成功できた
　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは改良型の未端装置にもとつくものといわなければ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ならない。
　　　　］O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらにこの周期別頻度ヒストグラムはつぎの事実を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめしている。Urethan麻酔状態あるいはその他の
　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件下で，家兎の血圧に16～18秒の周期または6秒前

　　　　　　周　期→　　　　　　　　　　　　　　　発生の周期性血圧動揺の周期は，この改良型の側圧負

第、図改鯉蟹鮪繍難使用での周期性　徽置を恥て行つた側圧鮒実馬灸での醐別簾グ
　　　　血圧第三級動揺の周期別頻度グラフ　　　　　　　ラフに包含されていることがわかり，しかもその頻度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の点からも，類似性がうかがわれるように思われるの

出現してくる周期性血圧第三級動揺の周期は第3図に　　　である。

しめすようにぎわめて均一である。そこで1っ1っの　　　　　自然発生の周期性血圧第三級動揺と側圧負荷

動揺を計測したうえ，平均を計算し，その平均値の頻　　　　　のもとに出現するそれとの鋸別的実験

度を1と数えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然発生の周期性血圧第三級動揺のうちで，最も頻

　この結果を以前の結果，すなわち以前使用の注射器　　　繁に出現する16秒ないし18秒の周期の周期性血圧第三

改造の側圧負荷末端装置を用いての成績を同じょうに　　　級動揺との比較鑑別実験の成績について述べる。その

処理した結果と比較検討するとつぎのようになる。全　　実験の煤紙記録を第5図にしめす。

A

1　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5

B

1　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

笛5図　同一個体に於ける自然発生的（A）ならびに側圧負荷（B）による周期性血圧第三級動揺

　　　　　　　　　　（各図上から呼吸運動曲線，平均1血圧，シグナル，時標：3秒）
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　Urethan麻酔のもとに，横突起孔充墳手術をおこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4o－なつたが，その終了後脳lfn行遮断状態を検査するため　　　　　　　　Isss’6’2s’

・・撒髄断撒をお・なう。（第・図A・・）第・　　　3”kt？　　N

図A・1にしめすように血行遮断以前には不規則な平　　　　　　　　　　　　　　　　　M．　t6．、s、，．

均血圧の動揺はみられるが，周期性血旺第三級動揺と　　　　A

いつてよいものはみられていない。A．2にしめすよ

うに脳1血流の再開をおこなうと，それまで上昇してい

た平均血圧は急速に下降し，遮断前の平均並L圧より　　　　　　t°一

一・梺痰｢値になる。その値からもとの平均血圧に戻つ

層ていく過程において，極めて美麗な周期性血圧第三級　　　　　　o．

動揺が出現した。第5図A・3，同A．4，同A・5に

脳血行再開後それぞれ20分，40分，60分の周期性tfn圧　　　　　　　～°’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M；6a第三級動揺の状態を掲げるoこれによれば再開後整つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y1　rt　i　7，9sec．
ていた周期性血圧第三級動揺も時間が経過するにした　　　　　B　Io－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a二　s・Osec
がつて波高が減じ，同時・に動揺の形が乱れていくのが

観取される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。一　　　　　　　　　　　　　圏

　ついで，これらの動揺の周期にどの程度の変異が存

在するかという点が間題になる。そこで1時間余りの　　　　C　I°－　　　　　　　　　　　　　　45
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．o㌶

図Aのようになる。なお周期の時聞的推移を墨的に追　　　　　　゜’

求する目的で・脳血流再開後20分毎に3っの群に分つ　　　第6図　ウレタン麻酔中に出現してきた周期性血

て周期別頻度ヒストグラムを描くと，それぞれ第6図　　　’　　　圧第三級動揺の周期の時間的経過

（A，　・，・）…にな・．・れに・・脳血潜・・，　　倉：難灘鵯鵬賭ストグラム

ついでその再開から時間の経過するにしたがつて，次　　　　　　C：Bに後続する20分間のそれ

第に周期が大きくなつて行くことがわかる。なお周期

が大きくなるとともに標準偏差も大きくなつていく。　　　　　　　19Y5・s’2e・

同様に波高について，ヒストグラムを描くと第7図の　　　　　　20一　論解

ようになる。これ｝こよると時間の経過にっれて波高が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．59

次第セ磁じて行くことがわかる。一般的にいつてenc　AI。．　　　　　M　・12・9TrtmHg

発生的の周期齢聯三鰍語においても澗駄ら　　　　　　　σ謡朗曲
びに波高のうえでこのような大きな幅のあることを認　　　　　　o．

めなければならない。

ついで・このような自然発生的綱期性皿旺第三級　　　2°－　　　　　　N＝6。
動揺が殆んど消滅してしまつたあとで，側圧負荷実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　M＝12．5mntHg

をおこなつた。すなわち，脳血流を一本の総噸動脈の　　　　B　lo－　　　　　　　　　　r．　2・9　maHg

みでつかさどらしめ，その総頸動脈にたいし外より改

良型の側EEft荷末端装鷺をもつて側圧負荷をおこなつ　　　　　　゜一園・

た。このときの記録を第5図Bにしめす。同図B・1，

B・21こしめすように・賑鰍力二低い値一9°mmHg一 @　c　lD－　　　　　N”45
のときには血圧の水準が上昇すると同時に，以前あつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mmll・2mnHs

た自鱗・【三的な動揺と殆んど髄のみられないものが　　　。一　　　　　‘＝　3．6　mwt”t

得られた。ただし，波高が大きくなっている点が特徴　　　　　　　　89toH121｝t4tstEl7・曲

的である。さらに負荷側圧値を高めてゆき］20mmHg　　　第7図　ウレタン麻酔中に出現してきた周期性血

に達すると，同図B．3にしめすようにそれまでの自　　　　　　圧第三級動揺の波高における時間的経過

然発生的の醐髄臨三纐融・形・蘭卿・　　S：難灘鞭鴉㎎蟹トグ弘
おいて異なる周期性nlt圧第三級動揺が出現している。　　　　　　C；Bに後続する20分間のそれ
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この場合周期性血圧第三級動揺の波高には，漸減しふ　　　期別頻度ヒXトグラムを描き，さきの爵然発生の場合

たたび漸増する現象がみられる。　ついで負荷側圧を　　　のもの（第8図A）と並べて第8図Bにのせる。両者

取り除いた。その後再度114mmHgの側圧負荷をお　　　ともに相当の巾がある。自然発生の周期性血圧第三級

こなうと，同図B．4にしめすように自然発生の周期　　　動揺も脳血流遮断直後から遠ざかるにつれて，周期の

性血圧第三級動揺とは波高の点で異なつた動揺を得て　　　大ぎく濠ることを考慮に入れると，この両者の間の差

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を大きく評価するわけにはゆかないように思われる。

　このように，側圧負荷のもとに出現してきた周期性　　　第9図に第8図にのせた対象を波高にっいて同様に

血圧第≡…三級動揺の1つ1つの動揺を計測した上で，周　　　処理したものをしめす。第9図Aは自然発生のものの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波高であり，平均値11m加Hgを中心として，きわめ

　　　　　　SU　　　　　　　　　　　　　　　　　　て均一・tsものであることがわかる。岡一個体に対して

　　　　　　　　Isss’EIB’　　　　　N’leSs　　　　　　　　側圧負荷を行つた場合の波高は，同図Bにしめしてあ

　　　　　　・・3””‘’　　。。鐵　　　　るが，平均値は25．4mmHgであり，自然発生のもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に比して大きく，広範囲に分布している。

　　　　　A　40一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　　議

　　　　　　th　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周期性血圧第三級動揺と称せられているもののなか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には，その性状はもとよりその発生機序においても，

　　　　　　e一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異つた種類の動揺を包含していると一応考えられてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。このようないろいろな条件の下に出てくるいわゆ
　　　　　B　　　　　　ta　　　　　　　　N“11°　　　　　　　　　　る周期性血圧第三級動揺の鑑別，あるいはその発生機

　　　　　　　　　　　　　　　ll襟　　　　構の髄についての実験齢の一部は，さきの徹④

　　　　　　～°圃　　　　　　　　　　　　　　　　　　に述べられている。その際一一es問題に思われたのは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる自然発生的周期性血圧第三級動揺と称されて

　　　　　　゜國　　’　　dli　t／一航　　　　　　　　いるものと，側圧負荷の場合に出現してくるそれとの

　第8図　ウレタン麻酔中に出現した周期性血圧第　　　　異同であつた。この場合自然発生的といわれているも

　　　　誰魏膿濡難£瑠驕齪も　の…Ure・h・nそ・他の麻酔下・・e・とん・正常の・・圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水準で出現する周期性血圧第三級動揺と解しているわ

　　　　　　．w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この自然発生の周期性血圧第三級動揺のうちで，

　　　　　　’　4SSLala　　　　　　　　　　　　　　　　Urethan麻酔下に出現してくるところの16～18秒の

　　　　　　t”－3’IXte　胤，，　　　周期をもつ動禰剛経識跡｛・経謎走購をすべ

　　　　　　　　　　　　　　O’3’°t＃Ht　　　　　　　　て両側において切断すると消滅することは，薯者の前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の論交にしめしてある。このように血圧調節にあずか

　　　　　APt一　　　　　　　　　　　　　　　　　　る神経を切断し，自然発生の周期性血圧第三級鋤揺の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消減した後でも，側圧負荷方式によつて顕著な周期性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血圧第三級動揺は出現してくるのが見られたわけであ

　　　　　　SC一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。周期性血圧第三級動揺の田現条件として，　t血圧を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調節する神経の存在の必要性の相違から，これらの2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つの波を発生機序が異るものとして，取り扱つている

　　　　　　゜冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究者③もいる。しかし，この実験事実を発生機序に

　　　　　　　　　　　　　　　りれ　ロ　　　　　　“’　　　　　　　　M＝　2S・4－AHt　　　　　　　関して，どの程度に評価しらよいかはなお問題のある

　　　　　B　　　　　　　　　　σ”4S’Z’n■Ht　　　　　　　ところであろう。たとえばか1・．る事実は認めるにして

　　　　　　0．　　　　　　　　　　幽　N　「“　“　叫　　　　　　　　も，それらを動揺発生の一つの条件と認めるか，発生

　第9図　ウレタソ麻酔中に出現した周期性」血圧第　　　　機構の重要な一環と認めるかは未だ解決されていると

　　　　誰謝接儒難藩趣融　v・断礫い・
　　　　比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで，こ玉に振り幽しにもどり自然発生の周期性
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血圧第三級動揺と，改良装置を用いての側圧負荷によ　　下降する。そのため側圧負荷地点の血流が遮断され，

る脳血流制御にもとついて生ずるところの，周期性血　　　上述の水銀面も下ることが観察されている。

圧第三級動揺とのまず性状特に周期について，比較検　　　　以上のことからつぎのように結論づけられる。脳へ

討を行つてみることにする。改良型の側圧負荷装麗で　　　の血流が遮断されると，その遮断されたことが原因に

は短い周期のものを出現させることができるようにな　　　なつて体｛血旺が上昇する。体1iSl圧が上昇すると側圧負

つたからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷地点の1血行が再開され，延髄への血行が再開され

　第8図のヒストグラムにしめすように改良した側圧　　　る。ついでそれが原因となつて体1血圧が下降する。下

負荷装置によつて，出現してくる周期性血圧第三級動　　降すれば側圧魚荷地点の1血行が遮断される。こうした

揺の周期の範囲は自然発生の周期性並L圧第三級動揺の　　　機構が何らかの形で，測圧負荷時の波高の大きな周期

それに一致している。その頻度の点からもよく一致し　　性血圧第三級の発凌kに誓｛チケを行っているのは明らかな

ている。すなわち自然発生の周期性血圧第三級動揺に　　　ことである。

も5～6秒，12秒，16一ユ8秒、24秒，50－41｝秒を中心　　　　しかし，このような1幾序で平均血圧に振動現象が起

とした数個のグループがあることは，H常経験すると　　　こるには，脳の血流が正常の場合の少くとも3分の1

ころである。しかもそれぞれのグループはそれぞれ相　　以下で開閉されなけれぽならない。この点は発生条件

当の巾をもつているということなども類似している。　　　からいつて自然発生の場台と峻別されるわけである。

そのうえ，それらのグルーtブで比較的出易いものもあ　　　しかしながら，第1の要因のみをもつて側圧負荷の

るが，比較的稀れにしか見られないものもある。これ　　　もとに出現する朋期性血圧第三級動播の発生機序が充

らのことを考慮に入れると，周期の点で相当の類似性　　　分に説明されているとは思われない。もしも第1の要

のあることが観察された。　　　　　　　　　　　　　　因だけで発生するものとするならぽ，ある一定の側圧

　特に今回の側圧負荷未端装羅の改良によつて，15秒　　　魚荷のもとに出現してきた動揺の澗期ならびに波高が

以下の小周期の動揺の催起に成功したために，全体と　　　余りにもそろい過ぎるという疑聞の存在な認めなけれ

して周期が小さい方に移動してきた。このために以前　　　ぱならない。また全体として，負荷側圧値と周期の間

の装概を用いた場合よりも一瑠類似性が明瞭になつて　　　に判然とした相闘々係でもあつて良さそうだというご

きたわけである。　　’　　　　　　　　　　　　　　とにも答えなければならない。しかし，仔細に観察し

　この類似性を一体どのように評価したらよいであろ　　てみると，一定の側圧負荷を行つた場合でも，波の出

うか。それにさきだつて脳血流制御方法のもとに出て　　　現し始めの時には波高周期ともに不規則であることが

くるところの，周期性血圧第三級動揺の発生機序に関　　　みられている。しかし，これもそのうち，これらの動

して，今までに我々の手もとにあるところの諸実験成　　揺が波高にしろ周期にしろ次第に整つてくる。第3図

績からどの程度のことがいえるか考慮を行りてみる。　　　に掲げた例の実験結果をグラフにして第10図にしめ

　第一に，延髄への血行を遮断した場合，急速に体血　　　す。この例から明ちかであるように，ある周期に落ち

圧が上昇し，平均して普通の平均血圧の2倍程迄上昇　　ついて行くことがわかう。したがつて，第2の要因と

し，その値を維持したまSで居ることである。そして

その血流を再開するや急速に下降して，もとの値にも　　　　　　　　3・

どつてくるという事実である。この性質には個体差が

みられないし，また鋤物間に極めて広汎な普遍性を持
つている④。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　われわれが行つているように1本の総頸動脈のみで
脳の血流を司どらしめ，その総頸動脈に外部よりある　　　　　　　周

一定の圧で圧迫した場合を考える。圧迫当初はその箇
所の血潮蜥され，脳への血徹金く漸さ2，、、tc形　　期1°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になつている。すると第一の性質で血圧が上昇してき秒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）て，ある点迄上昇してくるとその側圧負荷地恵の血流

が再開される。このことは肉眼で見れば判ることであ　　　　　　　　　　　S　ie　24　3t　40

るが，なお頚荷側圧を計測するための検圧計の水銀面　　　　　　　　　　動揺の鍛初からの順番

が器械系の伽1醐頻が適当であれば・血流の開始毎　第1咽同一＃v」圧鮒鰍におけるrs’I」os6Drf“IX時的

に上昇することからも判る。再開後，間もなく血圧は　　　　　　　変異　（第3図の例）
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して，こうした規則正しさを附与しているところのも　　合には，今のところこれ以上この事柄を分析するわけ

のを考えなければならないことになる。この場合まず　　にはゆかない。しかし側圧負荷による脳血流制御によ

考えなければならないのは自然発生的にあらわれてく　　る場合に出難いということは，次のような現象を指し

る周期性の1血圧動揺の周期との比較である。こうした　　ている。この場合出難いというのはその個体に次のよ

周期が延髄に内在しているのではあるまいかというこ　　　うな性質が敏如しているためなのである。いずれの個

とが，今回の実験成績からいつて充分考えられること　　　体においても脳血流が遮断され鼠ば・体血圧は上昇す

だと思われる。もしもこうした周期が延髄に内在して　　　る。そして再開さix　xば体血圧が下降するという性質

いるとするならば，この内在性の周期が側圧負荷実験　　　は持つている。ところが多くの欄体においてはこの反

の場合の血圧振動の周期決定の土台になつているであ　　　応に多少の行ぎ過ぎがみられる。この行き過ぎが」血圧

ろうとの想定も，極めて自然なものになる。こうした　　　振動発現の不可歓の要素になつている。ところがある

延髄に内在している周期が何のようにして形成される　　極めて少数の個体にあつてはこの行き過ぎ現象がみら

かという機構は，これからさぎの問題として今は不問　　れず，側圧負荷地点の血流がやつと行われる程度の高

に附しておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　さに血圧を維持する傾向が見られる。このようなわけ

　しかし，この延髄に内在性の周期が側圧負荷実験の　　　で出難さ，出易さという言葉が意味を持つてくるよう

場合の動揺の周期決定の土台となつているとの想定に　　　に思われる。

は，つぎの仮定がある。Guyten等はこのいわゆる内　　　　しかしながら自然発生的な周期性血圧第三級動揺が

在性の周期形式に血圧調節神経が関与しているという　　血圧に現われているからといつて，かならずしも側圧

のであるが，こうした考え方は一応否定しているわけ　　　負荷によつて周期性血圧第三級動揺が出易いとはかぎ

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らない。屡のよい例は去脳実験例にあつた。側圧負荷

　そうした意味合いから，自然発生の場合の周期性血　　　以前に波高が高くはないが，わずかながら自然発生的

圧第三級動揺と側圧負荷の場合に発生するところの周　　　の周期性血圧第三級の動揺が体血圧に出現している。

期性血圧第三級動揺とを，それらの性質について比較　　　いままで述べてきた考え方からすれば・このような自

検討することは意味があるであろう・これらの2種類　　　然発生的な周期的な興奮の盈盾が延髄内に起つている

の血圧動揺の間には多くの共通性がみられる。たとえ　　　と考えられるわけである。そのような場合であれば側

ば発生の条件，すなわち去脳後の方が出易いとか，あ　　　圧負荷によつて周期性の血圧第三級動揺が出易いよう

るいは両者とも全身状態が悪くなつた場合の方が出易　　　に考えられる。しかしながらこの例の場合は側圧負荷

い。またいわゆる喩り現象がみられる。異つた点は両　　　による血圧動揺は減衰振動的な要素が多く・ついに持

者の血圧調鮒・際切除に対する態度の相異についてで　続性の周期性血圧第三級動揺を得るのに成功していな

ある。この血圧調節神経の全部の切除実験で周期性」血　　い。したがって延髄にこうした周期が自然発生的に発．

圧第三級動揺が消えたというような，否定的な性質の　　現していても，必ずしも側圧負荷で出易くなるわけで

実験結果をどの程度評価Lたらよいか，今少し例数の　　はないということになる。この例から今までの考え方

蓄積を待つ必要があると思われる。そのうえ家兎の場　　　が直ちに誤りでありとするわけにはいかないであろ

合であるが，つぎつぎにと∫血圧調節神経を切断して行　　　う。側圧負荷により発生する周期性血圧第三級動揺の

ぎ，最侵に残った調節神経を切つてしまうと，即刻平　　　発現には延髄に内在する周期性の興奮の催起とは別個

均血圧が不安定になつてくる。そのため平均血圧水準　　　に出し易くする要因を考えなけれぽならないからであ

というものが認められなくなる程である。この場合水　　　る。これは上述した通りである。

準というのは血圧にある変化が生じた場合，常に立ち　　　現在われわれの置かれた立場をひとまず総括的に説

戻るべき高さといつた意味である。このような意味で　　　明するには，少し込み入つてはいるがつぎのような想

の平均血圧の水準が失われてしまつて後に果して規則　　　定を行うと都合がよい。まず延髄に内在的な周期を假

正しい動揺というものが成立するかどうか疑わしい。　　　定する。この周期をもつて循環中枢の各部分の興奮が

そこで脳の血流を制御して，延髄における血流による　　盈顧している。この各部分に不揃いがあるときは相殺

血圧調節機構の機能が発現するようになるまで追いつ　　　しあつて血圧に周期的な三級動揺はみられない。これ

めれば新たな水準が出来るであろう。またこれを適当　　が何等かの動機によつて同調するときに周期性血圧第

な条件のもとにもたらせば動揺形成も可能であろう。　　　三級動揺が現れるのではあるまいか。そして側圧負荷

　一般にいつて，血圧動揺が出易い，出難いという言　　　の場合の動揺もこの内在性の周期を土台にしているの

葉が使われている。自然発生の周期性の血圧動揺の場　　　ではなかろうか。この場合はたして20秒というような
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大周期が中枢神経系内で発生しうるかという問題が今　　、③Guyton，　A・C・and　J・W・Harris（1951）：Am・

後に残されるわけである。　　　　　　　　　　　　　　　J，PhysioL　165，158．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①Hil1，　L．（1900）：Philos．　Trans．198　B，69．

　　　　　　要　　約’　　　　　　　　　　．

側鵬御。よつて，血圧に彫窃性第三級鮒続起さ　　　　　ABSTRACT
す場合に使用する1［｛lj圧負荷末端装概の改良を行つた，　　　　An　imProvement　of　the　instrument　used

このためこれを使iflして出現してくる」良L圧動揺の周期　　　in　the　side　pressure　exertion　experiment　was

が以前より小さくなつた，この装置を用いて自然発生　　reported・As　a　resultく）f　the　improvemeht

の周期的第三級動蠕との関係を実験的に追求した。そ　　　changes　were　observed　in　the　characteristics

して両者を包含して説明し得るユつの考え、方を論じ　　　of　the　mean　blood　pre3sure　oscillations　induced

たo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　by　the　experiment，　Especially　in　period　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oscillatic，n　came　to　bear　a　resemblance　to　so一

　　　　　　文　　献　　　　　　　　　　　　　　　　　　called　M臼yer’s　wave，　The　similarity　between

①宮川　清（1955）：H本生理誌17，299。　　　　　　the　two　l〈inds　of　oscillations　was　discussed。

②宮川　清（1955）：日本生理誌，iア，392．


